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福
祉
セ
ン
タ
ー
閉
館
日　
さ
や
ま
荘
／
３
日
㈷
・
４
日
㈷
・
５
日
㈷
・
８
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
き
荘
／
３
日
㈷
・
４
日
㈷
・
５
日
㈷
・
８
日
㈰
・
14
日
㈯
・
22
日
㈰
・
28
日
㈯
・
29
日
㈰

と
き　

６
月
２
日
㈭
か
ら
毎
月
第

１
・
第
３
木
曜
日
午
前
10
時
～
11
時

30
分　

と
こ
ろ　

社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
・
音
楽
室
　
講
師
　
介
護
予

防
運
動
指
導
員　

参
加
費　

１
回

５
０
０
円　

定
員
　

20
人（
先
着
順
）

持
ち
も
の
　
動
き
や
す
い
服
装
、
飲

み
も
の　

申
し
込
み　
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
、
市
立
公
民
館
、
市
役
所
社

会
教
育
グ
ル
ー
プ
で
配
布
す
る
申
込

　
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
高
齢
者
の

孤
立
・
孤
独
を
歌
の
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

と
き　
14
日
㈯
・28
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
０
時
　
と
こ
ろ　
市
立
コ
ミ
ュ 

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
音
楽
室　

対
象

市
内
に
住
ん
で
い
る
お
お
む
ね
80
歳

以
上
の
人
　
内
容　
ピ
ア
ノ
の
生
演

奏
に
合
わ
せ
て
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
な

書
を
各
窓
口
へ
直
接
。
ま
た
は
、
は

が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
・
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
番
号
を
書
い
て
、
〒
５
８
９

―

０
０
１
３
茱

木
二
丁
目
３
０
６
―

４
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
。
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ(

FAX
３
６
８
―

０
１
２
１)

も
可
。

19
日
㈭
必
着

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
３
６
８
―

０
１
２
１

が
ら
、
日
本
の
歌
百
選
、
昭
和
の
歌

謡
曲
と
抒
情
歌
な
ど
を
楽
し
く
歌
う

参
加
費　
１
回
１
０
０
０
円　

定
員

い
ず
れ
も
10
人（
先
着
順
）　

申
し
込

み
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ク
ー
ル(

釼け
ん
の
き木
☎
・

FAX
３
６
５
―

７
１
１
５)

問
い
合
わ
せ　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
☎
３
６
７
―

６
６
０
１

フ
レ
イ
ル
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

～
心
も
体
も
老
け
な
い
た
め
に
～

80
歳
か
ら
の
歌
声
広
場

　
落
語
会
で
、
お
腹
の
底
か
ら
笑
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時　

と
こ
ろ 

さ
や
ま
荘
・多
目
的
室　
定
員　
30
人（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ　
さ
や
ま
荘
☎
３
６
６-

２
０
２
２

さやま荘
落語会

令和４年度の後期高齢者医療保険料
令和４年度の保険料の算定方法

問い合わせ　大阪府後期高齢者医療広域連合資格管理課☎06-4790-2028、保険年金グループ 
☎349-9472

年間の保険料（限度額66万円）

　７月に、令和４年度の後期高齢者医療保険料の決定（本算定）にかかる「保険料額決定通知書」
と「納入通知書」の一体型通知書を送付しますので確認してください。

賦課のもととなる所得金額 所得割率 11.12％×所得割額

均等割額 被保険者１人当たり 5 万 4,461 円

　75歳以上の人口増加に伴い医療費の増加が見込まれることから、後期高齢者の医療費のう
ち窓口負担分を除いた約４割を負担する現役世代の負担上昇を抑え、国民皆保険を未来につ
ないでいくため法律が改正され、医療費の窓口負担割合が見直されました。
　令和４年10月１日から、住民税課税所得が28万円以上の人で一定以上の所得のある人（１
人の場合は年金収入とそのほかの合計所得金額の合計が200万円以上。同一世帯内に2人以上
の場合は同合計が320万円以上で加入者全員適用）は、現役並み所得者（３割負担）を除き２割
負担となります。
　また２割負担になる人には、施行後３年間は外来の月々の負担増加額が3,000円までとな
る配慮措置（入院の医療費は対象外）があります。対象となる人には事前に高額療養費の振込
口座の登録が行えるよう、９月下旬に申請書を送付する予定です。

令和４年10月１日から、一定の所得のある人の医療費の
窓口負担割合が変わります

後期高齢者医療制度に関するお知らせ

＋
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熟
年
大
学
特
別
講
座
受
講
生
募
集

　

令
和
４
年
度
は「
日
本
文
化
探
訪
」

を
テ
ー
マ
に
夏
・
秋
・
冬
の
３
季
、
開

催
し
ま
す
。夏
季
特
別
講
座
で
は
、「
俳

句
の
歴
史
探
訪
と
句
作
り（
句
会
）を

楽
し
む
」と
題
し
、
俳
諧
の
成
立
か
ら

芭
蕉
を
経
て
近
代
、
現
代
に
至
る
俳

句
の
歴
史
を
概
観
し
つ
つ
俳
句
と
い

う
文
芸
の
魅
力
を
探
り
ま
す
。
ま
た
、

句
会
を
通
じ
て
、
俳
句
の
楽
し
さ
を

体
験
し
ま
す
。

と
き　
６
月
20
日
㈪ 

・
27
日
㈪
・ 

７

月
11
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～
３
時（
全

３
回
）　

と
こ
ろ
　
市
役
所
南
館
・
講

堂　

対
象　
市
内
に
住
ん
で
い
る
お

お
む
ね
60
歳
以
上
の
人　

講
師　
木

村
和
也
さ
ん
／
大
阪
俳
句
史
研
究
会

理
事　

受
講
料
　
２
０
０
０
円（
資
料

代
を
含
む
）　

定
員　
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
は
が
き
に「
熟
年
大
学
夏

季
特
別
講
座
受
講
」・
郵
便
番
号
・
住

所
・
名
前（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
書
い
て
、
〒
５
８
９
―

０
０
０
５
狭
山
一
丁
目
８
６
２
―

５
熟

年
い
き
い
き
事
業
実
行
委
員
会
事
務

局
。
31
日
㈫
必
着

問
い
合
わ
せ　
熟
年
い
き
い
き
事
業 

実
行
委
員
会
事
務
局
☎
３
６
６
―

８
８ 

９
９

　

健
康
太
極
拳
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た

動
き
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
み
な

が
ら
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

と
き　
６
月
４
日
～
９
月
３
日
の
指

定
す
る
土
曜
日
、
Ａ
組
／
午
後
１
時

30
分
～
３
時
、
Ｂ
組
／
午
後
３
時
20

分
～
４
時
50
分（
全
12
回
）　

と
こ
ろ

Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
・
リ
ハ
ー
サ
ル

室
ほ
か　

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
人　

講
師　
中
谷
吉
夫
さ
ん
／

楊
名
時
健
康
太
極
拳
師
範　

受
講
料 

１
万
円　

定
員
　
各
組
10
人（
先
着

順
）　

申
し
込
み　
は
が
き
に「
健
康

太
極
拳
講
座
」・
郵
便
番
号
・
住
所
・
名

前（
ふ
り
が
な
）・性
別
・生
年
月
日
・電

話
番
号
・
希
望
す
る
組
・
無
料
体
験
を

希
望
す
る
場
合
は「
無
料
体
験
希
望
」

と
書
い
て
、
〒
５
８
９
―

０
０
０
５
狭

山
一
丁
目
８
６
２
―

５
熟
年
い
き
い
き

事
業
実
行
委
員
会
事
務
局
へ
郵
送
ま

た
は
直
接
。
28
日
㈯
必
着　

※
無
料

体
験
は
１
回
の
み

問
い
合
わ
せ　
熟
年
い
き
い
き
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局
☎
３
６
６
―

８
８ 

９
９

健
康
太
極
拳
講
座
　第
48
期
会
員
募
集

宮
田
惠
美
子
さ
ん

（
80
歳
・
池
尻
自
由
丘
）

一
つ
何
か
に
飛
び
込
む
こ
と
で
、次
々

と
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ

が
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
と
嬉
し
い
で
す
ね

296

　
「
副
池
オ
ア
シ
ス
公
園
は
、
地
域
に
あ
る
植
物
を
活
用
し
て
自
然
風
な

公
園
を
つ
く
る
と
い
う
オ
ア
シ
ス
整
備
事
業
の
も
と
に
つ
く
ら
れ
て
い
る

公
園
で
す
。
園
内
に
は
せ
せ
ら
ぎ
水
路
と
い
う
手
づ
く
り
の
ビ
オ
ト
ー
プ

が
あ
る
ん
で
す
よ
。
平
成
15
年
に（
公
財
）大
阪
自
然
環
境
保
全
協
会
の
呼

び
か
け
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た『
狭
山
の
副
池
自
然
づ
く
り
の
会
』で
、
こ
れ

ま
で
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
」

　

堺
か
ら
転
入
し
て
55
年
、
自
宅
の
近
く
で
自
然
の
ま
ま
の
公
園
づ
く
り

に
共
感
し
た
宮
田
さ
ん
。
月
に
２
回
、
副
池
オ
ア
シ
ス
公
園
で
、
外
来
植

物
の
除
去
作
業
な
ど
を
す
る
人
が
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
手
助
け
を
し

た
り
、
市
民
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
の
用
意
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
コ
キ
ア
を
植
え
て
そ
こ
か
ら
ほ
う
き
を
つ
く
っ
た
り
、
12
月
に
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
つ
く
る
た
め
、
雪
に
見
せ
た
綿
を
植
え
た
り
、
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
お
月
見
を
す
る
な
ど
、
現
役
の
人
も
一
緒
に
な
っ
て
、
季
節

の
行
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」

　

副
池
オ
ア
シ
ス
公
園
の
見
ど
こ
ろ
を
伺
う
と
、

　
「
今
の
季
節
、
副
池
を
望
む
と
大
き
な
鯉
の
ぼ
り
も
泳
い
で
い
ま
す
。
堤

に
は
草
刈
り
機
で
つ
く
ら
れ
た
草
文
字
も
楽
し
め
ま
す
。
季
節
に
応
じ
た
癒

し
の
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ま
た
、
大
阪
で
は
数
少
な
い
公
園
を
一
緒
に
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

宮
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

や
社
会
福
祉
協
議
会
の
評
議
員
、
狭
山
音
頭
に
い
た
る

ま
で
様
々
な
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
副
池
で
の
活

動
か
ら
の
つ
な
が
り
で
始
め
た
ア
ド
プ
ト
ロ
ー
ド
の
活

動
で
は
、
副
池
周
辺
を
散
歩
す
る
人
が
入
口
か
ら
楽
し

め
る
よ
う
に
、紫
陽
花
や
花
壇
の
手
入
れ
も
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
然
に
触
れ
る
こ
と
で
自
ら
の
健
康
の
た
め
に
も

な
り
、
自
分
磨
き
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
自
然
環
境
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
頑

張
っ
た
ご
褒
美
に
み
ん
な
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
わ

い
わ
い
す
る
こ
と
も
楽
し
み
で
す
ね
。
こ
う
や
っ
て
、

一
生
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　

宮
田
さ
ん
の「
自
然
体
の
暮
ら
し
」が
、
だ
れ
か
の
喜

び
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。


